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研究成果の概要 

2022年度は下記の研究を実施し、ほ乳類生殖細胞の移動メカニズムの理解を深めた。 

１）前年度に引き続き、精原細胞の移動メカニズムの解析を進めた。マウス精原細胞の移動の足場構築

のメカニズムに焦点を当て、網羅的遺伝子発現解析、特徴のある遺伝子発現の種間差比較解析、同遺伝

子の機能解析を実施した。その結果、継続的に遊走する未分化な精原細胞で発現する細胞外基質遺伝子

が幹細胞機能制御に重要な役割を果たす可能性が示唆された。 

２）前年度に引き続き、未成熟精子の移動メカニズム解析を推し進めた。未成熟精子の移動時間を測定

するための遺伝子組換えマウスの作製を進めたが、当初予定していた遺伝子改変マウスのうち１系統

の作製が上手くいかなかったため、異なる遺伝子に着目した代替マウスの作製を進めた。 
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